
深谷市教育委員会学校教育課 

 

郷土の偉人・渋沢栄一翁の「立志と忠恕」の精神を育み、持続可能な地域社会を創造

していくための実践力を身に付けた心豊かな人材を育成することを目指す。 

 

■ 「ふるさと ふかや・渋沢学」の現在の取組や児童生徒の学びの成果、今後の展望等につ

いて共有し、「ふるさと教育」の一層の充実を図る。 

■ 地域社会や関係機関等と連携・つながりを強め、学びのフィールドの広がりや体験活動

の充実を図る。 

 

  令和６年１１月１２日（火）９時３０分～１５時３０分 

（受付：９時１５分～） 

 

  深谷市民文化会館 

 

 

報告資料１ 



開会行事では、オープニングセレモニーとし

て、深谷幼稚園・深谷西幼稚園の園児による発表

を行った。深谷の子「６つの誓い」の取組など、

幼稚園での学びについて発表された。 

その後、市長並びに教育長からあいさつを行

い、事務局からフォーラムの趣旨を説明して開

会行事を終えた。 

「ふるさと教育」推進校である八基小学校と

常盤小学校が、取組や成果の発表等を行った。

各校の児童自身が「ふるさと教育」の実践や、

「ふるさと ふかや」への思いを語るとともに、

教職員による成果の発表が行われた。 

八基小学校の発表においては、教科横断的に

栄一翁を扱った教育活動について紹介された。

常盤小学校の発表においては、「ふるさと教育」

と「ＳＤＧｓ」と各教科等の学習をそれぞれ関

連付けた取組について紹介された。 

また、それぞれの発表に対する質問や感想 

など、会場やオンラインで参加した児童同士の意見交流も活発に行われた。 

  中学校代表生徒によるパネルディスカッ

ションでは、まず、幡羅中学校・川本中学校

の代表者による「ずっと住み続けたい、学び

続けたいまちにするために、中学生としてで

きること」の実践発表を行った。その後の意

見交流では、埼玉工業大学の学生がＭＣとし

て議論を進行した。その際、会場及びオンラ

インで参加した生徒からの意見の他、中学生

の提案に対して、参会された地域の方や市役

所各部・各課の方からの意見も交わされるな

ど、「オール深谷」でふるさとの未来や今後の

具体的な施策を語り合う時間を共有するこ

とができた。 



高校生による提案発表では、県立深谷第一

高校放送部の生徒たちが、「地域の話題を伝え

る」のテーマのもと代々行ってきた「番組づ

くり」の活動や学びの成果について発表した。

また、正智深谷高校の生徒たちは、１年生が

取り組んでいる地域の魅力を再発見する学び

「深谷アンバサダープロジェクト」や、フィ

ールドワークの重要性について発表した。 

中高生たちは、ふるさとの未来について一

人一人が自分事として考えること、人が協力

することで深谷が“ずっと住み続けたい、学

び続けたいまち”になっていくことなど、そ

れぞれが抱く思いを語り合っていた。 

 

各学校の好事例・好実践を共有し、「ふるさ

と教育」の一層の充実を図るため、市内各小・

中学校等の「ふるさと教育」に係る取組のパ

ネル展示をしたり、高校や大学による体験型

のミニ講座を行ったりした。 



 

参加の形態について選んでください。 

  

  
 

 

「ふるさと ふかや・渋沢学」フォーラムは満足いただけましたか？ 

 

 

 

 

よかったと思われるものを選んでください。（複数選択可） 

 

 

 

 

 


